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化粧するココロと行動についての考察

平松隆円

し容貌を美しく演出するための行動である。

しかしながらこれは化粧にまつわる法的定義

の１つにすぎない。有史以来行われてきた化粧の

すべてを．これにまとめることはできない。実l祭．

｢広辞苑」などの国語辞書を開いてみると．化粧

には顔料を塗抹して美しく装うことだけではな

く，身なりをつくろい昨終えるという身だしなみ

の意味がある。

また．化粧を意味する英訪にＣ()SMETICがあ

るが，その語源であるラテンiWiのkosnletikeにつ

いても，kosmetiketechneとkolllnl()tikelechne

という２つの意味がある。koSI】Mik(ⅡＭＩＭとは

美容術のことであり．灰｝ﾘﾑ:の一部として朏康な体

を維持する技術を意味している。古代ギリシャで

はマッサージや清浄を保つなどの手入れで．「|然

に美しい肉体をつくると膠えていた。また．

kommotiketechneとは化粧術のことであり．装

飾的な装いの技術を意味している。この技術は．

遊女や男色者のための技術であｌＬ古代ギリシャ

では見せかけ．うそ．ごまかしの美を与えるもの

と考えられていた。

洋の東西を問わず．化粧は美しく装うことと．

身だしなみの２つの意味を含むものとして考える

ことができる。

３．化粧の目的と機能

容貌を変えたいという強い欲求は有史以来，

人々の間で，今１１まで§ＩＷｆＭ１りにｲﾉ:在する．し力し

この欲求は，人間に特ｲjの社会的欲求と考えるこ

とができる。なぜならば，ひとは社会や文化など

によ'ｿＭ１定さオしる美''1り'１Ⅱ|j念に」,Lづき，化ｌｌＩ;をｹﾞ11川

して自己をより美しく変拝しようとしているから

である。そのような欲求は.励物にはみられない。

し力しそれは，化脚｢がたんなる盤fiiiiとして．「Ｉ

１．はじめに

化粧は．日常的なｲ『動の１つである。それも．

男女を問わずに．１１本だけではなく１１t界中で行わ

れている。だが「私は化粧をしない」という者

もいるだろう．果たして．本当にそうだろうか。

朝起きて顔を洗う．寝ぐせの髪を整える，歯を磨

く．顔にクリームを塗る．ファンデーションを塗

る」｣紅を縦るなど。これらすべてが化粧である｡

１日のi11Tmiljがはじまってから終わるまでに，顔

面になにも手をD||えないという者は．ほとんどい

ない。ひとはなにかしら‘ｉＷＩｌ１ｌｉに手を加えるので

ある。

日々の生活の''１で，いや，ひとが生きていく中

で行わずにはいられない化糾iであるがその研究

はあまり進んでこなかった｡外見という意味では．

類似するものに衣服があるがそれについては家

政学などを中心とした研究の蓄積がある。

なぜ．化粧はこれまで１．分に研究が行われてこ

なかったのであろうか。果たして化粧は。研究対

象として学術的意義をもち得ないのであろうか。

その疑問に答えつつ．化粧におけるココロとその

行動の関係について概観してみたい。

２．化粧とはなにか

まず，化粧とはなにかということについて確認

をしておきたい。一般に化粧とは，化粧品を用い

て行う行動である。薬'１１怯はその第２条で，ひと

の身体を清潔にし，美化し魅ﾉﾉを｣牌し，容貌を

変え，または皮１Ｗもしくは毛髪を健やかに保つた

めに，身体にiijiYlW，｜|ｾｲl｢その'ｕこれらに類似する

方法で便111ざjlしることが|Ｉ的とさ；Ｉしているもの

で．人体に対する作用が緩和なものと化粧品を定

義している。つまり化Wliとは．顔iiIiの健康を維持
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分とは異なるなにかに変容させることだけを意味

しているわけではない。松井登・’１１本真理子・

岩男寿美子（｢マーケティングリサーチ11983年）

は．化粧の役割を他者への印象管理と、己補完と

指摘しているが．化粧は自己の延長として．この

ように認めて欲しいという承認欲求や評価懸念を

前提として存在し、その欲求を満たすのである。

それは．決して全く異なる存在へと変身するので

はなく，理想の自己へと近づける行動なのだ。

飽戸弘（｢経済心理学：マーケティングと広告

のための心理学」朝倉書店）は．化粧について，

対自的機能と対他的機能の２つの機能を指摘して

いる。対|]的機能とは，化粧の行動肴白身の効果

をめぐる化粧の機能のことであり．、己ilMi足や気

分などである。また対他的機能とは．同性か異性

かにかかわらず，他者や社会を意識することに

よって生じる化粧の機能のことであILI11il性化

美化欲求，身だしなみなどである。つまり，化粧

をすることが楽しい．気分が良くなるという化粧

行動の主体的な楽しみとしての'１１１１面と，Ⅶlvtから

も女’'化からもきオしいだと似われたいという他者か

らの'二|を意織しての、己管理のI1llUIiである。

化粧は．他者への印象を操作しようと容貌を変

えるだけではなく、化粧をする巷、身のココロも

変える。化粧が.粧い化けると書くからといって．

その行動が軽んじられてよいわけではない。化粧

を行うことで，ひとは自己を理想に近づけ自信を

もち．人１１１１関係を円滑に維持しようとしている。

化粧はひとが生きるために必要不可欠な行動だと

言える。

４．化粧するココロと行動

化粧は誰しもが行うとは言え、その梶度には蓑

がある。これまで．化粧の動機を探るため．化粧

をよく行う者とそうでない者との比較のなかで．

パーソナリティといった性格特性にどのような違

いがあるのかについて，主に社会Ljll1学分1Vでｌｉ１Ｉ

究が行われてきた。

当然のことながら，化州'1をするのには，なんら

かの効果があると期侍するからである．松リト礫・

山本真理子・岩野寿美子(｢マーケティングリサー

チ」1983年）は.化粧の効果期待について鋼査し．

化粧をすることの喜びや満足感．他者に対して適

切なイメージが呈示できる．社会適応や心の健康

が得られると感じることが化粧の動機になってい

ると明らかにした。山本純子・加藤雪枝（｢梢山

女学園大学研究論策」1991年）は．化糀に対す

る意識を調査し化粧とはおしゃれのための葹要

な要素であると同時に，生活習慣の１つであるこ

とを明らかにした。笹111郁生・永松iili矢（｢福岡

教育大学紀要」1999年）は．化粧行動を規定す

る要因を検討し職業や年齢という属性の違いに

より学生はおしゃれとして，専業主婦は/liiiWW

慣としての意識が高いことを明らかにした。

また，化粧をすることに影響をﾉﾌﾞえるのは効果

の期待だけではない。性格特性といったパーソナ

リティによって規定される部分も多い。イキlji(|M1介

(｢ワードマップ・セックス｣，新曜社）は他者に

みられる自己への関心が低く，他希の１１が気にな

らない者ほど化粧に対するこだわりが炊く．化WIi

をした顔に自信がない者は，化粧への気後れや評

価懸念を示し自然で地味な化粧を行うこと，その

逆に化;|ﾘ[をした顔に、僧のある者はiiiUll|/|りな化W|；

や儀礼的な化粧を行うことを指摘した。平松|逓円

(｢繊維製肋消費科学」2003年.２００４ｲﾄﾞ）は．化

粧行動や化粧意識とそれを規定する,性格特性の解

明に関する一連の研究を行い．男女共通して他者

からみられる自己への意識が化粧関心・化粧行

動・化粧期待と関連し男性は社会的な男らしさ

が女性は社会的な女性らしさが化粧IMIし､や化粧

行動と関連することを明らかにした。また，男女

には共通して，魅ﾉ]1句上・気分i荊楊，必需品・身

だしなみ，効果不安の化粧意識があり．男性では

魅力向上・気分高揚が女性では魅力向上・気分

高揚．必需品・身だしなみ．効果不安が化糀行動

に関連することも明らかにした｡さらには．男性

では他者の外見に対する意識が女性では、己や

他者に対する外見への意識は化粧意繊を規定して

いることを明らかにした。

ひとは生きていく｢|Tで．その集、の成貝として

ふさわしいし|乱ｉｎ様式，１１n値を身につける。それ(よ

化粧もlp1様である。それゆえ‘ひとは状況に応じ

て一定の方法で化粧を行う。つまり，社会的な場

面で化粧行動を規定する行動や判断の),LfVLとして
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の化粧規範が人々の問で存在していると考える

ことができる。まさにそれが化ＷＩｉに身だしなみ

という意味が含まれる所以である｡

そこで平松隆|Ⅲ（「ファッションビジネス学会

誌｣．２０１０年．「繊維製脳消Yli科学」２０１３年）は．

どのように化粧を行うかについて規範という観

点から検討している。例えば．公衆場面での化粧

行動や社会的是非は，特定・不特定の他者の存在

や状況の公私によって術造化されていること．不

特定他者がいる比較的公的な場面で社会的にも化

粧をしてよいと考えているfiは，特定・不特定の

他者の存在に関係なく化粧行動を行っていること

を明らかにしている。また．同窓会に出席する

学校で授業を受ける．ｋ人と外出するなどの社会

的場l1hiと，lLl分をｿ|きUZてる化柵|;をする．周囲の

人から信lLIlを損なわない化粧をする，伝統やしき

たりに合っている化洲１１をするなどの化粧kL準を紺

み合わせて分析した結果，rilMﾎﾟ|｣，Ildl性，同調，近

接，若さの５つの化粧規範意識を明らかにした。

化'１;に対する行Iilや」鹸識は複雑でありが年齢・

性別・ライフスタイル・性格特性などによって大

きく異なる。また．それぞれの要因が個別に影響

を与えているのではなく，要因同士も複雑に絡み

合い，’1M連し合って影響を与えている。いわば，

化粧は文化や社会によって規定される行動なの

だ。そして，そのような化粧規範意識や文化社

会の産物としての化粧は．対人行動やメディアと

の接触などを通じて行われる。にもかかわらず,

どのような要因により，化粧の行動や意識が規定

されているのかについての研究は，まだまだ十分

に行われているとは言いがたい。

ところで，化粧をするのにはなんらかの効果を

期待するからといったが具体的にはどんな効果

があるのだろうか動化粧の効果に関する初期の(Ｈ１

究は．１９５２年のWilbertJamc§McK(､【lchie（７Ｗｃ

ﾉ０１""αﾉQ/SOC/α/Pbycﾉ､ﾉQgy.､1952年)による,

口紅が対人印象に与える効果を測定することから

始まっている。その後．Juds()nMill§＆El1i()l

Aronson（７ozｨγ"α/q/彫灯o"ﾛﾉlMyα"ｄＳｏｃ/α/RSy-

cﾙoﾉQgy霊．1965年）が印象が他者への説得力に

どのような影響があるのかについて検討し化|ﾘ［

を施した場合は施していない場合よ})．他者への

説得がより成功すると明らかにするなど．｜:|]象形

成の手掛か})としての化粧の効采に|MＩするlUl:先が

行われた。

日本では１９６５年に，鐘淵紡績(掬化;ｌ１ｌｉｈｌＩ１１ｉ１１先1ﾘ「

（｢ＢＧの化粧のｲ｣無と疲ｿ)に||Uする実Il1IjiiMili号報告

書」1965年）が労働科学ｈｌ１究)ﾘ｢労働心Ill1学(i)|究

室に依頼して行った，有職女性を対象とする化秋

と疲労との関連についての研究が脆初である。

1970年代に入ると疾病により損傷した容貌の化

粧による補完と精神状態の安定に関する研究が

大学の心理学教室などで本格的に始まった。いわ

ゆる化粧療法に関する研究のスタートである。

化粧療法とは、化粧が個人に与える心理的な効

果を利用した心理的または生理的な治療のことと

定義される。しかしながら．これまでの化粧療法

に関する研究を概観すると．化粧が外見改善のた

めに用いられたというよりも．自己と他者との'111

係についての認知や．自己認知そのものが7Fんで
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いる症状の改善として．化粧の効果があったと考

えることができる。すなわち化粧を印象櫛jI11の

方法として考える場合．ひとは現在の印象と化粧

によって操作したい印象を．他者の視点で思い描

く。そのプロセスを．化粧という行励をjInじて意

図的に行わせるのが化粧療法である。そして現在

では．うつ病患者や老人性認知症.患者の症状改善

の手掛かりとして．化粧の活用が行われている＿

しかしながら．化粧療法に関する研究が相対的に

多く行われているものの．問題点も少なくない｡

それは主に高齢の女性や医学的な疾患かある女

性を対象として行われており．対象が限定的であ

るということである〕さらに化粧は日常的に行

われる行動であるにもかかわらず，専門的な技術

者の介入をIMI従として行われていることである、

そのような中，平松隆円（｢佛教大学教育学部学

会紀要」２００９年.２０１１年）は男女大学生や妊産

褥婦を対象にマニキュアを用いて検討を行いリ

ラクセーション効果が認められることを明らかに

している。

だがなにも，化粧の療法という１N'liiIiだけに;((《点

をあてずとも，ロ々の化粧行動でも．私たちはそ

の効果を実感している。大功郁夫（｢感情心班学

研究」1995年）は．女子大学收を対象に素顔，

ナチュラルメイク，ヘビーメイクの３パターンで，

そのときの状態の不安感や積極性を測定したとこ

ろ,素顔やへビーメイクでは不安感が高く、ナチュ

ラルメイクで不安感が低下することｗWi械性は素

顔やヘビーメイクで低く，ナチュラルメイクでfli

iliI(性が|(↑iまることをlU1らかにしている｡すなわち，

自己の延長として，自己の欠点を補完し理想的な

自己へと近づけるナチュラルメイクでは．不安感

が低下し祇極的な気持ちになれるものの，素顔や

自分とは全く異なる自分へと変身させてしまうよ

うなへビーメイクでは，不安感が,１，１jまり積械的な

気持ちになれない、化粧はひとの容貌だけではな

くココロまで変える力をもっている。

5．おわりに

化粧というと一般的には顔料を塗抹する行動

を想起させる。だが本来は,容貌の健康を維持し

美しくｉｉ１ｌｌＩするための．化粧品などを用いた行動

の総称なのだ。そしてそれは．女性に限定された

行動ではない。男性もまた，化粧を行っている。

化粧は．Iliなる-一過性のファッションなのでは

なく、また行わなくてもよい不要なものでもない。

化粧は化粧をする者の容貌を変える。だが容

貌の変化はそれをみる者だけではなく容貌を変

えた者のココロにも作用する。

化粧を行う意義は大きい。にもかかわらず，冒

頭で犯したように，化粧に関する研究はこれまで

行われることが少なかった。その理由について心

理学者のEIlenBerscheid（"A〃oDe7DiEwqffhPPS)卜

征Mqg/Cロノ2ﾉｿlmsQ/ﾚﾉ【)/s/cα/ａｔ/ｍＣ"('fWss.：1981年）

は，身体的外見の真のインパクトを認めたくない

という集団的意志が研究に影響し過去そして現

在も，研究や実践に影響を与え続けていると指摘

する。すなわち．敵に手入れを行い，顔料を塗抹

する化粧が美醜の問題と関係するために研究が

避けられてきたのである。

グルカム､グルカメートシリーズ｜ＷＲＳＥ
ロﾛDSF、メチルグルコース誘導体

ラー
ノ湿潤/復用柔軟化/張月９“,雌……

増粘作用乳化)：;リノ

蝋遺元Lubrizol社賑充売岩瀬ｺｽﾌｧ株式会社
大阪:TelO66231B456東京:Ｔｅ1036202.2345
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純粋に化粧を対象としながらも，それが7える

社会へのインパクトは．なにを美としなにを醜

とするのかそして美となるにはどのようにすれ

ばよいのかといったことだけに焦点があてられて

しまう研究|ﾉ､l春．そして研究打への批判の懸念

から研究が進展してこなかった｡だが化粧は，

Eiうまでもなく，ひとがひととしてりきていくた

めに必典ｲ《可欠なｈ:在なのである。
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タイ国立スアンスナンタ・ラチャパソト大学
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化粧`し､翻学Ｈ・

2()０８年化粧IiH究でh''十（数行学)ⅡiU際'１イミ文化''１１死センター，ルIlflj大学，タイ国立チュラロンコーン大学を経て．

現在はタイ|証|立スアンスナンタ・ラチャバット大'ｻﾞ噂任講師,バリ'''１は化粧し､IlH学・化粧文化論。主若に「化粧に

ｕ
肯 みる日本文｛ｕ「黒髪と美女の日本史」などがある
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